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世
界
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
を
推
進
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
中
、
日
本
に

お
い
て
も
昨
年
一
〇
月
、
菅
義
偉
首
相
が
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を
宣
言
し

た
。
ま
た
、
今
年
四
月
二
二
日
に
は
、
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
に
つ
い
て
、
一
三
年
度
に
比
べ
て
四
六
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
も
あ
わ
せ
て
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
目
標
を
七
割
以
上
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
高
い
目
標
を
達
成
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
そ
し

て
そ
の
対
応
は
、
日
本
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

急
が
れ
る
日
本
の
再
エ
ネ
主
力
化

　

菅
首
相
の
宣
言
に
続
き
、
政
府
は
昨
年
一
二
月
二
五
日
に

「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
」
を
公
表
し
た
。
二
〇
三
〇
年
の
再
エ
ネ
導
入
目
標
で
は
、
ド
イ

ツ
六
五
％
、
ス
ペ
イ
ン
七
四
％
、
フ
ラ
ン
ス
四
〇
％
な
ど
高
い
目
標

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
「
五
〇
年
に
は

発
電
量
の
約
五
〇
～
六
〇
％
を
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う
こ
と
」
が
電
源

構
成
の
参
考
値
と
し
て
示
さ
れ
、
日
本
も
再
エ
ネ
普
及
に
向
け
て
、

各
国
の
後
を
追
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に
お
け
る
そ
の
他
の
電
源
の
構
成
割
合
は
、

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
員

平
沼 

光

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
が
次
々
に
出
さ
れ
る
中
で
、

カ
ギ
を
握
る
の
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
法
だ
。

再
エ
ネ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
削
減
方
法
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、

従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
可
能
性
が

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
資
源
小
国
日
本
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

ひ
ら
ぬ
ま　

ひ
か
る　

早
稲
田
大
学
大
学

院
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、

博
士
（
社
会
科
学
）。
日
産
自
動
車
を
経
て

二
〇
〇
〇
年
よ
り
現
職
。
科
学
技
術
振
興

機
構
低
炭
素
社
会
戦
略
セ
ン
タ
ー
客
員
研

究
員
も
務
め
る
。
著
書
に
『
２
０
４
０
年
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
覇
権
』
な
ど
。

急
展
開
す
る
再
エ
ネ
主
力
化
と

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
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原
子
力
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
利
用
・
貯
留
）・
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
付
き
の
火
力
を
合
わ
せ
て
三
〇
～
四
〇
％
、
水

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
で
一
〇
％
と
い
う
電
源
構
成
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
新
設
計
画
が
な
け
れ
ば

二
〇
六
〇
年
代
後
半
に
は
稼
働
基
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
放

射
性
廃
棄
物
処
理
の
具
体
的
な
解
決
策
の
提
示
が
な
い
限
り
は
、
脱

炭
素
の
重
要
な
選
択
肢
と
す
る
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
再
エ
ネ
を
最
大
導
入
し
た
電
源
構
成
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
。
一
九
年

の
日
本
の
再
エ
ネ
電
力
比
率
が
一
八
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

五
〇
年
に
向
け
て
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
、
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、再
エ
ネ
の
普
及
を
拡
大
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
を
進
め
る
こ
と
は
、気
候
変
動
問
題
へ
の
対
処
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
国
際
競
争
力
の
維
持
と
い
う
点
で
も
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
界
的
な
脱
炭
素
の
流
れ
に
よ
り
、
各
国
で
は
Ｃ
Ｏ

2

排
出
量
が

多
い
石
炭
を
手
放
し
再
エ
ネ
へ
転
換
す
る
動
き
が
活
発
化
し
、
石
炭

ゼ
ロ
％
を
目
指
す
国
も
現
れ
て
い
る
。
す
で
に
ベ
ル
ギ
ー
は
一
六
年

に
脱
石
炭
を
達
成
し
て
い
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
欧
米
各
国

で
は
三
〇
年
頃
ま
で
に
石
炭
ゼ
ロ
％
の
達
成
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

脱
石
炭
の
動
き
は
世
界
の
資
金
の
流
れ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、
一
三
年
に
石
炭
火
力
建
設
へ
の
金
融

支
援
を
原
則
行
わ
な
い
方
針
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
金
規
模
が

大
き
く
影
響
力
を
持
つ
年
金
基
金
が
、
石
炭
へ
の
投
資
か
ら
撤
退
す

る
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
方
針
を
示
す
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
脱
炭
素
を
意
識
し
た
投
資
の
動
き
は
活
発
化
し
て
き

て
お
り
、
世
界
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
投
資

額
は
、
一
六
年
の
二
二
兆
八
九
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
一
八
年
に
は

三
〇
兆
六
八
三
〇
億
ド
ル
へ
と
急
増
し
て
き
て
い
る
。

　

企
業
が
投
資
を
呼
び
込
み
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
に
は
、
も
は

や
再
エ
ネ
普
及
を
は
じ
め
と
す
る
脱
炭
素
に
自
ら
取
り
組
む
こ
と
が

必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
社
が
使
う
す
べ
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
一
〇
〇
％
再
エ
ネ
で
ま
か
な
う
こ
と
を
公
表
す
る
国
際
的
な

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
Ｒ
Ｅ
１
０
０
に
参
加
す
る
企
業
は
、グ
ー
グ
ル
社
、

ア
ッ
プ
ル
社
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
な
ど
す
で
に
再
エ
ネ
一
〇
〇
％

を
達
成
し
て
い
る
企
業
を
含
め
、
世
界
三
〇
〇
社
以
上
（
今
年
四
月

現
在
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｅ
１
０
０
に
は
日
本
企
業
も
五
三
社
が
参
加
し
て
い
る
が
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き
に
対
応

し
、
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
再
エ
ネ
を

主
力
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
を
、
日
本
に
お
い
て
も
早
急
に
構
築

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
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カ
ギ
と
な
る
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

　

再
エ
ネ
の
主
力
化
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
条
件
に
よ
る
変
動
の
平

準
化
や
、
電
力
系
統
の
拡
充
な
ど
の
対
処
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
課
題
の
解
決
に
は
、異
な
る
部
門
（
セ
ク
タ
ー
）
を
融
合
（
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
）
さ
せ
る
こ
と
で
再
エ
ネ
の
導
入
を
促
進
す
る
セ
ク
タ
ー

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う
新
た
な
視
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
部
門
別
Ｃ
Ｏ

2

排
出
割
合
内
訳
（
二
〇
一
八
年
度
）
を
見

る
と
、
発
電
部
門
と
運
輸
部
門
だ
け
で
約
六
〇
％
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
発
電
部
門
の
再
エ
ネ
主
力
化
と
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
普
及

な
ど
に
よ
る
運
輸
部
門
の
電
動
化
は
、
日
本
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
の
た
め
の
命
題
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
発
電
部
門
と
運
輸

部
門
は
異
な
る
部
門
と
し
て
交
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
電
力
シ

ス
テ
ム
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
再

エ
ネ
の
導
入
拡
大
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
電
動
化
を
進
め
る
Ｖ
２
Ｇ

（V
ehicle to Grid

）
の
実
用
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
蓄

電
池
を
搭
載
し
た
Ｅ
Ｖ
と
電
力
系
統
を
、
Ｅ
Ｖ
充
電
器
を
介
し
て
接

続
す
る
こ
と
で
、
再
エ
ネ
発
電
で
余
剰
電
力
が
生
じ
た
際
に
は
Ｅ
Ｖ

の
蓄
電
池
に
充
電
し
、
ま
た
天
候
悪
化
に
よ
り
再
エ
ネ
発
電
が
低
下

し
た
際
に
は
Ｅ
Ｖ
に
充
電
し
た
余
剰
電
力
を
放
電
し
て
再
エ
ネ
の
平

準
化
と
電
力
系
統
の
安
定
化
を
担
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

再
エ
ネ
の
普
及
途
上
に
あ
り
、
Ｅ
Ｖ
の
普
及
も
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
日
本
で
は
Ｖ
２
Ｇ
は
ま
だ
先
の
話
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ

が
、
す
で
に
一
六
年
八
月
に
、
日
産
自
動
車
と
イ
タ
リ
ア
の
大
手
電

力
会
社
の
エ
ネ
ル
社
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
）
と
電
力
事
業
を
展
開
す
る
米

国
の
ヌ
ー
ビ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（N

uvve Corporation

）
の

協
力
に
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
世
界
初
と
な
る
Ｖ
２
Ｇ
の
商
業
運
転

が
開
始
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
日
本
の
乗
用
車
保
有
台
数
の

一
〇
％
に
あ
た
る
約
八
〇
〇
万
台
を
Ｅ
Ｖ
に
し
て
Ｖ
２
Ｇ
を
行
う
こ

と
で
、
電
力
の
一
〇
〇
％
を
再
エ
ネ
で
ま
か
な
え
る
需
給
調
整
力
が

提
供
で
き
る
と
試
算
し
て
い
る
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
に
つ
い
て
は
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ

2

排
出
量
が
ガ
ソ
リ
ン
車
と
比

べ
て
多
い
こ
と
か
ら
脱
炭
素
へ
の
貢
献
を
疑
問
視
す
る
考
え
も
あ
る

が
、
Ｅ
Ｖ
を
普
及
さ
せ
Ｖ
２
Ｇ
を
行
う
こ
と
で
再
エ
ネ
の
導
入
が
進

み
、
そ
れ
に
よ
り
脱
炭
素
効
果
を
得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ

と
を
あ
わ
せ
て
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
。

電
力
部
門
と
燃
料
部
門
の
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

　

再
エ
ネ
の
導
入
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
そ
の
余
剰
電
力
を
蓄

電
・
放
電
す
る
た
め
の
Ｖ
２
Ｇ
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

余
剰
電
力
を
活
用
す
る
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
再
エ
ネ
電
力
を

活
用
し
、
水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
（
Ｈ

2

）
に
転
換
す
る
Ｐ
２
Ｇ
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（Pow
er to Gas

）
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
電
力
を
水
素
に
転
換
す

る
こ
と
で
燃
料
と
し
て
貯
蔵
・
運
搬
が
可
能
に
な
り
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
（
ミ
ラ
イ
）
な
ど
水
素
を
燃
料
と
し
て
走
行
す
る

燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
へ
供
給
で
き
る
。
さ
ら
に
、
天
然
ガ
ス
の

主
成
分
は
炭
素
原
子
に
水
素
原
子
が
結
合
し
た
メ
タ
ン
（
Ｃ
Ｈ

4

）

で
あ
り
、
水
素
は
天
然
ガ
ス
の
成
分
な
の
で
、
混
入
割
合
を
調
整
す

れ
ば
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
混
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

す
で
に
ド
イ
ツ
の
大
手
電
力
会
社
・
エ
ー
オ
ン
社
で
は
、
風
力
発

電
の
電
力
を
活
用
し
て
水
素
を
製
造
し
、
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
注
入
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
ド
イ
ツ
東
部
の
フ
ァ
ル
ケ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
に
建
設
し
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
運
転
を
始
め
て
お
り
、

欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｕ
）
も
二
〇
年
七
月
八
日
に
公
表
し
た
「
欧
州
の

気
候
中
立
に
向
け
た
水
素
戦
略
（A

 hydrogen strategy for a 
clim

ate-n EU
tral EU

rope

）」
に
お
い
て
、
再
エ
ネ
由
来
の
水

素
の
活
用
を
推
進
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

Ｐ
２
Ｇ
は
再
エ
ネ
に
よ
る
電
力
か
ら
水
素
と
い
う
燃
料
を
生
み
出

す
も
の
で
、
電
力
部
門
と
燃
料
部
門
が
融
合
し
た
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
と
な
る
。
政
府
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
、
火
力
発
電
に

つ
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
も
Ｐ
２
Ｇ
は
有
効
だ
。
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、

ア
ウ
デ
ィ
で
は
一
三
年
か
ら
自
社
の
Ｐ
２
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
で
、
風
力
発

電
の
電
力
で
水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
を
生
成
し
、
さ
ら
に
回
収
し

た
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

2

）
と
化
学
反
応
さ
せ
天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で

あ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
（
Ｃ
Ｈ

4

）
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
メ

タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ア
ウ
デ
ィ
で
は
こ
の
人
工
メ
タ

ン
ガ
ス
を
自
社
の
ガ
ス
自
動
車
へ
の
供
給
を
行
う
な
ど
の
実
用
化
を

果
た
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
再
エ
ネ
電
力
で
製
造
し
た
水

素
と
火
力
発
電
所
か
ら
回
収
し
た
二
酸
化
炭
素
で
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
な
ど
、
再
エ
ネ
部
門
と
火
力
発
電
部
門
の
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
利
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
の
社
会
実

装
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
引
き
起
こ
す
鉱
物
資
源
リ
ス
ク

　

こ
の
よ
う
に
、
再
エ
ネ
は
電
力
部
門
と
運
輸
部
門
の
脱
炭
素
化
、

そ
し
て
火
力
発
電
や
燃
料
部
門
の
脱
炭
素
化
に
お
い
て
も
重
要
と
な

る
。
文
字
通
り
再
エ
ネ
が
電
力
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
セ
ク
タ
ー

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
お
い
て
主
力
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
の
だ
。
そ
の
一
方
、
再
エ
ネ
の
急
激
な
普
及
拡
大
は

鉱
物
資
源
の
需
給
を
不
安
定
化
さ
せ
る
「
鉱
物
資
源
リ
ス
ク
」
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
発
効
当
時
に
公
表
さ
れ
た
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
の
『
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
２
０
１
６
』
に
お
け
る
パ
リ
協
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定
の
目
標
を
達
成
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
は
、 

二
〇
四
〇
年
の
風
力
発
電

設
備
は
一
五
年
の
約
六
倍
の
導
入
量
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
風
力

発
電
の
モ
ー
タ
ー
の
製
造
に
は
レ
ア
ア
ー
ス
元
素
（
Ｒ
Ｅ
）
の
一
つ

で
あ
る
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
（
Dy
）
が
必
要
に
な
る
が
、
四
〇
年
の
風

力
発
電
設
備
の
導
入
量
を
考
え
る
と
風
力
発
電
の
需
要
だ
け
で
ジ
ス

プ
ロ
シ
ウ
ム
の
年
間
生
産
量
を
上
回
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
供
給
の

不
安
定
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
に
お
い
て
需
給
不
安
定
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉱
物
資
源
リ
ス
ク
へ
の
対
応
も
重

要
で
あ
る
。

必
要
と
な
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
構
築

　

こ
う
し
た
鉱
物
資
源
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
欧
州
で
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る

欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
の
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
：Circular Econom

y

）
の
構

築
に
よ
り
対
処
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｅ
は
欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
の
中
で
重
要
課
題
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
資
源
循
環
政
策
で

あ
る
。
現
在
の
経
済
モ
デ
ル
は
、
地
中
の
鉱
物
資
源
な
ど
の
天
然
資

源
を
掘
り
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
製
品
を
生
産
、
消
費
し
、
要
ら
な

く
な
っ
た
ら
捨
て
る
、
採
鉱
→
生
産
→
消
費
→
廃
棄
と
資
源
を
直
線

的
に
消
費
し
続
け
る
こ
と
で
経
済
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
線
型
経
済

（Liner econom
y

）
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｅ
は
廃
棄
物
を

き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
を
再
生
し
て
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
採

鉱
→
生
産
→
消
費
→
廃
棄
物
管
理
→
廃
棄
物
か
ら
の
資
源
再
生
→
再

生
資
源
に
よ
る
生
産
、
と
い
う
資
源
循
環
型
の
経
済
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｅ
で
は
、
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
天
然
資
源
よ
り
も
廃
棄
物

か
ら
再
生
し
た
資
源
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
レ
ア
ア
ー
ス
は
風
力
発
電
の
モ
ー
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
重

要
な
資
源
で
あ
る
が
、
そ
の
埋
蔵
、
生
産
と
も
中
国
の
偏
在
性
が
高

く
、
需
給
不
安
定
化
の
リ
ス
ク
を
常
に
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
世

界
は
中
国
依
存
と
い
う
リ
ス
ク
の
中
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
安
定
確
保
に

苦
心
し
て
き
た
が
、
Ｃ
Ｅ
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
中
国
が
掘
り
出
す
レ

ア
ア
ー
ス
よ
り
も
、
ど
こ
か
の
国
で
廃
棄
物
か
ら
資
源
再
生
さ
れ
る

レ
ア
ア
ー
ス
の
ほ
う
が
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
環
境
に
負
荷
を

か
け
て
掘
り
出
さ
れ
る
天
然
資
源
の
レ
ア
ア
ー
ス
は
、
石
炭
の
よ
う

に
投
資
撤
退
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
棄
物
か
ら
資

源
を
再
生
し
、
利
用
で
き
る
国
が
資
源
国
に
な
る
と
い
う
、
資
源
国

の
地
勢
図
を
大
き
く
塗
り
変
え
る
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
資
源
循
環
に
つ
い
て
は
日
本
が
先
行
し
て
い
る
も

の
と
考
え
が
ち
だ
。
し
か
し
、
日
本
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
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の
個
別
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る
廃
棄
物
の
再
資
源
化
と
は
、
循
環

利
用
が
で
き
る
「
状
態
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
準
備
行
為
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、廃
棄
物
を
循
環
利
用
す
る
体
系
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
す
で
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
の
中
で
欧

州
主
導
に
よ
る
国
際
標
準
化
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｅ
構
築
の
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
。

日
本
に
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

い
ま
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
Ｃ
Ｅ
の
構
築
で
世
界
に
後
れ

を
取
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
状
況
は
日
本
に
と
っ
て
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
地
中
に
埋
蔵
さ
れ

た
天
然
資
源
に
乏
し
い
日
本
は
、
資
源
の
調
達
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
常
に
資
源
の
供
給
不
安
定
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
き
た
。
一
方
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た
め
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
Ｃ
Ｅ
の
構
築
が
目
指
す
も
の
は
、
海
外
の
化
石

燃
料
依
存
か
ら
国
内
の
再
エ
ネ
利
用
に
転
換
し
、
国
内
の
再
生
資
源

を
循
環
さ
せ
る
経
済
モ
デ
ル
へ
と
移
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
と
っ
て
圧
倒
的
に
不
利
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ム
の

ル
ー
ル
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

日
本
に
は
再
エ
ネ
を
主
力
化
で
き
る
十
分
な
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

と
技
術
が
あ
る
。
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
た
資
源
に
乏
し
く
と
も
、
掘
り

出
さ
れ
た
天
然
資
源
の
純
度
を
高
め
て
作
ら
れ
た
製
品
が
、
膨
大
な

量
の
廃
棄
物
と
し
て
国
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
都
市

鉱
山
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
都
市
鉱
山
は
、
そ
の
資
源
量
が
あ
っ
て
も
資
源
再
生
で

き
る
技
術
が
な
け
れ
ば
活
用
で
き
な
い
が
、
日
本
は
資
源
再
生
の
高

い
技
術
力
を
持
っ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
Ｃ
Ｅ
の
構
築
と
い
う
流
れ
は
、
国
内
に
あ
る
資
源

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
が
資
源
を
生
み
出
す
資
源
国
へ

と
進
化
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
方
針
と
な
る
第
六
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
そ
の
内
容
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
と
国
際
競
争
力
の
確
保

の
た
め
に
は
、
先
進
諸
外
国
に
勝
る
再
エ
ネ
の
導
入
を
実
現
で
き
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
に

Ｃ
Ｅ
の
視
点
を
盛
り
込
む
こ
と
も
必
要
だ
。
各
国
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
資
源
循
環
政
策
は
一
体
化
し
た
政
策
と
し
て
自
国
の
国

際
競
争
力
を
高
め
る
戦
略
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
も
国
際
競
争
力
を
発
揮
で
き
る
Ｃ
Ｅ
構
築
の
視
点
を

盛
り
込
む
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
で
世
界
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
リ
ー
ド
す
る
社
会
像
を
構
築
す
る
べ
き
だ
。
●




